
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

環境を作る上で大切にしたいと思うことは，安心して過ごして，心も体も健やかに育つ，そんな豊かな

保育環境をどのように作ればいいかということでしょう。保育室は寛げる空間でなければなりません。物

や情報があふれている今，私達に必要なのは，何でも入れ込むのではなく，引き算の考え方ではないでし

ょうか。 

では，どのような環境がいいのでしょう。子ども達は起きている時間の多くを園で過ごします。ですか

ら園は，乳幼児にふさわしい体験が得られるように，小学校の先取りではなく，今大切なことを大事に育

てていきましょう。近年，子どもが育つ環境は大きく変化しています。今まで地域や家庭に普通にあった

子ども達に必要なものが無くなりつつある今，園は最後の砦なのかもしれません。 

主体的な遊びが成立するためには「３間（時間・空間・仲間）」が必要と言われています。幼い子ども達

は物を触りながら発達するので，物的環境と子ども自身の心の在り様，体の健やかさが大切です。そして，

子ども達をどんな存在ととらえているのか，その子達の未来に向けてどのように思っているのか，どんな

体験を子ども達にして欲しいと願っているのか，私達の子ども観が問われるということです。 

皆さんは生きていることが辛いと思うとき，どんな人に相談したくなりますか。一方的に何かを教え込

んだり，良い悪いだけを押し付けたりするような人のところには相談しに行こうとは思わないでしょう。

それは乳児保育で大切にされていることと同じです。応答的で丁寧な受容的な関わりがあるからその人を

信頼できる，これがあるからまた明日も一歩踏み出そうと思えるのです。 

「やってみたい」は発達の原動力です。本能的にやってみたくなること，「なんだろう」「おもしろそう」

「かかわってみたい」「できた」の先に先生の笑顔があるから，自主性・向上心につながっていきます。も

う一つ，「この子は困った子，乱暴な子」という見方をしていませんか。周りの大人が「この子は乱暴だ」

と思っている環境で育つのと，「この子は優しいんだ」と思う環境で育つのとは大違いです。 

遊びの道具があることで，私達はその子の心の育ちを知ることができます。ですから保育者は，丁寧に

道具を用意して遊びやすい環境を作り，見守る，そして子ども達は，見守られ，自己を発揮し，生活の主

人公になっていく，これが保育の真髄です。 

令和２年度 第 9 回共同機構研修会 令和２年１１月２７日

(金) 

講師  瀧 薫 城東よつばこども園 園長 

ＤＶＤ貸出中 

ＤＶＤ貸出開始 
講師  竹田 契一 
大阪医科大学ＬＤセンター顧問 

令和２年度 第１０回共同機構研修会 令和３年１月２０日

(金) 

講義録ページへ 講義の詳細は講義録ページをご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同機構研修のＤＶＤ 園内研修 を に使ってみませんか 

＊ 伝達研修では伝わりきれないところがあるのですが，全員で同じ内容を 

見ることができ，目指す保育の方向性を共有できました。 

＊ 時間を問わず，繰り返し見ることができるのもよかったです。 

＊ この研修をきっかけに，もう一度クラスの担任同士で子どもへの関わりを 

見直しました。保護者とも共有しようと思っています。 

 発行日   令和３年１月２５日 
 発行者   京都市子育て支援総合センターこどもみらい館 
 〒604-0883 中京区間之町通竹屋町下る楠町 601-1 
Tel ： (075)254-5001   Fax ： (075)212-9909 

 URL ： https://www.kodomomirai.city.kyoto.lg.jp/ 

この印刷物が 

不要になれば 

「雑がみ」として 

古紙回収等へ！ 

子どもを育む喜びを感じ， 

親も育ち学べる取組を進めます。 

 

 [京都はぐくみ憲章]より 

コロナ禍で様々な研修が中止や規模の縮小となった中 

「ちょっと試しに使ってみようかな・・・」と借りてみたら 

とリピーターが続出 

「これ，いい！！」 
（１２月末までの貸出件数     延べ研修人数      昨年度の     ） ８２件 ４５２人 １２倍！ 

＊ 各自がＤＶＤを視聴して，レポートを書いて共有しました。 

＊ 数人ずつＤＶＤを視聴して，短い時間で検討会を持ちました。 

＊ 貸出期間が１カ月と長く，順番に見ることができました。 

＊ 在宅勤務や自宅待機のときに役立ちました。 

内容から 

「ここがよかったです」 

＊ コロナ禍の中で，子どもや保護者に安心できる支援について考えることができました。 

「意味」と「見通し」の大切さを意識していきたいです。 

（「困りを持つ子どもとその保護者への支援 ～災害時に大切な心のケアの基本を含めて～」 坂本理さん） 

＊ 子どもが自分で考えて失敗したことは学びになるなど，改めて子どもを見る視点を考えさせられました。 

（「0.1.2 歳児のココロを読みとく保育のまなざし」 井桁容子さん） 

園内研修から 

コロナ禍の中での使い方から 

令和２年１２月現在     （平成１９年以前はＶＨＳのみ）。 

保育内容，困りをもつ子どもと保育，子育て支援， 

保幼小連携・接続など様々な内容があります。 

「どんな研修があるの？」「どうやって借りたらいいの？」 

１０８講座 

〈こどもみらい館ホームページ〉 

詳細は 

こちら 

で研修の中身がわかる   （A4・1枚）付き ９０秒 要約 


